
 

 

 

 

 

 

 

１．山域 大菩薩連嶺 滝子山・平ッ沢（スミ沢） 

２．目的 沢登り （Timtam 沢登り教室） 

４．メンバ 男性－M 講師、Is さん、小生  女性－Ｎｓさん、Ｋtさん、Ｔｓさん 計 6名 

３．タイムテーブル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．軌跡 

   ①全体軌跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②標高軌跡 

 

位置 経過 時間  

林道駐車場 出発 9時 53 分    

入渓点懸垂下降点 出発 10時 24 分 通過 21 分  

    

大滝通過 到着 12時 30 分 出発 13 時 45 分 1 時間 15 分  

終了点 到着 1４時４４分 出発 1５時１０分 24 分  

林道駐車場 到着 1６時１９分 1 時間 9分  

滝子山・平ッ沢 沢登り山行記 
２０１７年９月１９日（火）                    BY  Chan-B 

駐車場 

懸垂下降点 入渓 

地蔵 道標  

林道から登山道分岐 

登山道 木橋 2 段６Ｍ 

連爆とその後のナメ 

大滝 

1482 

滝子山 

2 段 5M 

終了点 登山道へ 



４．高度／距離 軌跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．概略 

  ①JR 中央線 笹子駅 9 時 20 分集合 

  ②講師車にて滝子山登山道入口近くの林道わきの駐車広場へ移動 

  ③平ッ沢（すみ沢）出会いへ林道から懸垂下降で入渓 

  ④核心のナメを終わると終了点ですぐ脇の登山道を駐車場に戻る。 

   

８．写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駐車近くの地蔵と道標 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洗礼 

林道より懸垂下降 
入渓 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 段６Ｍ 

2 段 5M 

核心に近づきます。 

登山道木橋 

飛沫  大滝がはじまります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大滝直後の茶色いナメは滑る由。大きく迂回して懸垂下降 

スラブの滝。中央突破のスメアリングは小生の技

術では不可能。水も冷たく水圧もあります。右側

の割れ目を利用して登ります。 

すると・・・・ここのルートのハ

イライトの花崗岩のナメが始まり

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．感想と反省点 

  ・登山道が併走していて登山者が数メートル程度と近い地点もあるのには驚いた。今回の様に休日ではなく

平日に来た方が良いのかなと思った。 

  ・淵にたまった砂が砂金の様な金色の砂が混じっていた。西丹沢のマスキ嵐沢も花崗岩が多くすばらしいが

この沢のハイライトである花崗岩のナメはよかった。 

  ・終了地点は登山道となっているので藪こぎや急斜面をつめる必要も無くおまけに靴を沢で洗えるので非常

に楽であった。沢を楽しんだ後に楽が出来る。 

・沢登り初心者の方がいらっしゃって自分は偉そうに「岩登り」について話してしまった。今考えると恥ず

かしい。自然岩の岩登りの技術を習得すると山登りのおもしろさや考え方が変わるとかなんとか・・・・ 

  ・今年初めての沢登り、且つ久しぶり。もう少し回数増やさないといけないな。登攀技術確認は定期的に実

施して一定に保つことが大切だとつくづく思った。 

 おしまい 

終了地点と登山道への道標 


